
　

　梅雨が終わると、本格的な暑さがやってきます。
　この時期、献立を作成する栄養士はビタミンやミネラルたっぷり
の旬を迎える夏野菜・果物を使ったり、食欲をそそる香辛料を用い
たりと子供たちのために工夫をします。そして、その給食を調理員
さんが、暑さの中、衛生面に配慮しながら、腕によりをかけて作り
ます。子供たちの「いただきます！」や「ごちそうさま！」の元気
な声が私たちにとっては何よりのご褒美です。

　毎年恒例となっている完食キャンペーンを、給食委員会で今年も行いまし
た。完食キャンペーンは、自分で調整した量をしっかり完食し、クラス全体の
残食をなくす取組です。日本の食品ロスは年間約620万トンにもおよび、とて
も大きな問題となっています。食品ロスを減らすために、食べものを無駄な
く、大切に消費していく必要があります。深谷小学校でも一人一人が残食をな
くし、調理員さんへの感謝の気持ちを表すことはもちろん、食べものを大切に
考え、食品ロスについても意識していける深小っ子になってほしいと考えてこ
の取組を行っています。

“夏バテ”とは、夏に起こりやすい「慢性疲労」のひとつです。と
くに汗をたくさんかくと、水分不足などで体の中にあるミネラルの
バランスが崩れ、これが夏バテの症状を引き起こす原因になりま
す。

深谷市立深谷小学校
令和３年６月３０日

ビタミンB１は、体がエネルギーを作
り出すときに必要な栄養素で、疲労
回復にも役立つといわれます。これ
らの食品に多いですよ！
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目標１２ つくる責任つかう責任
完食キャンペーンは、この目標を達成するための取組です。完食キャンペーン中、残食は

１日３００ｇ以上あった日はなく、ゼロの日もありました。深小っ子のように一人一人が

自分の食べられる量を考え、食べ残しをしない努力ができると未来の地球が変わっていく

のではないかなと思います。

すべての人々にとっ

てよりよい持続可能

な未来を築くための

目標です。貧困や不

平等、気候変動、環

境劣化、繁栄、平和

と公正など、私たち

が直面するグローバ

ルな諸課題の解決を

目指します。誰一人

置き去りにしないた

めに、2030年までに

各目標・ターゲット

を達成することが重

要です。


